
 

平
成
29

年
度
に
家
庭
ご
み
に
含
ま
れ
る
生
ご
み
の

実
態
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
未
使
用
の
ま
ま
捨

て
ら
れ
た
食
品
や
食
べ
残
し
と
い
っ
た
「
食
品
ロ

ス
」
が
約
３
割
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

食
品
ロ
ス
削
減
月
間
と
し
て
10

月
に
実
施
し
た
、

秋
の
ご
み
減
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
９
で
は
、

「
食
品
ロ
ス
」
削
減
の
取
り
組
み
と
し
て
、 

〇
家
庭
か
ら
出
る
食
品
ロ
ス
を
日
記
形
式
で
記
録

し
、
排
出
実
態
の
把
握
等
を
行
う
「
食
品
ロ
ス
・
ダ

イ
ア
リ
ー
」
市
民
モ
ニ
タ
ー
調
査 

〇
余
剰
食
品
を
持
ち
寄
り
、
必
要
と
し
て
い
る
方
へ

フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
を
通
じ
て
寄
付
す
る
「
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
」 

〇
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
保
存
食
づ
く
り

の
調
理
体
験 

〇
巻
き
ず
し
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ 

〇
冷
蔵
庫
収
納
セ
ミ
ナ
ー 

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

冷
蔵
庫
収
納
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
美
人
冷
蔵
庫
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組
ん
で
お
ら
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れ
る
福
田
か
ず
み
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
実
際
の
冷
蔵
庫
を
使
い
な

が
ら
食
品
保
存
の
コ
ツ
や
冷
蔵
庫
の
整
理
に
つ
い
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
約
１
４
０
名
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
は
10

月
の
１
ヶ
月

間
、
市
の
施
設
の
ほ
か
、
新
た
に
民
間
事
業
者
と
連

携
し
、
市
内
イ
オ
ン
５
店
舗
に
食
品
回
収
箱
を
設
置

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
食
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
付
い
た
だ
い
た
食
品
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
う
ど
ば

ん
く
東
北
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ
（
あ
が
い
ん
）
」
を
通
じ

て
、
こ
ど
も
食
堂
や
台
風
被
害
の
被
災
地
等
へ
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

全
国
の
食
品
ロ
ス
は
年
間
約
６
４
３
万
ト
ン
。
そ

の
う
ち
約
半
分
は
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
心
掛
け
が
食
品
ロ
ス

削
減
へ
の
第
一
歩
で
す
。 

 

冷
蔵
庫
収
納
の
コ
ツ
は
市
政
だ
よ
り
10

月
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
モ
ッ

タ
イ
ナ
イ
キ
ッ
チ
ン
」
で
も
食
品
ロ
ス
削
減
の
ヒ
ン

ト
を
紹
介
中
で
す
。 
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活動報告書の集計結果をお知らせします 
 クリーン仙台推進員の皆さまには、年1回「活動報告書」を提出いただいております。平成30年度の

活動報告書の集計結果がまとまりましたのでお知らせいたします。 

①クリーン仙台推進員としての活動内容とその頻度について（単位：％） 

 ごみ集積所の点検・見回りやごみ集積所

の清掃を実施いただいている割合の合計は

90％以上となり、常に集積所の美化に務

めていただいております。 

 しかし、環境に関する勉強会の実施割合

が31.1％、チラシやポスターの作成が

39.5％、と低くなっております。 

 環境局では環境事業所職員がごみ分別の

説明に伺う出前講座や推進員向け学習会等

を企画いたしますので、ご活用願います。 

 

②クリーン仙台推進員として活動した感想について 

 

 「思うように活動できなかった」と回答した方が41％と

一番高く、その理由として「他の推進員と活動できる日が合

わなく協力できなかった」、「分別ができていない人へ、説

明の仕方が分からない」といった感想がありました。 

 環境局では、ルールを守ってもらうための啓発として、ご

み出しルール啓発ポスターの見本の提供などを行っていま

す。  

 また、2番目に多い「やりがいがあった」との回答が28％

あり、「推進員ＯＢの助言もあり、全集積所の修繕ができ

た」、「町内会行事でごみ分別講習会を実施し、ごみ分別等

のポスターを子供会と一緒に制作した」などの積極的な取り

組みを行っている事例もありました。  

 

③受講したい研修 

 受講したい研修として、

「ごみの正しい出し方」、

「ごみ減量方法」が合わせ

て37.2％あり、ごみの出し

方への関心が高いことがう

かがえます。ごみの減量へ

つなげられるよう、この分

野の学習会を充実していき

ます。 

 また、リサイクルの仕組

みや施設見学会の要望も合

せて24.8％の回答がありま

すので、施設見学会や出前

講座などを充実していきま

す。 

活動内容 毎日 週数回 月数回 年数回 なし 

ごみ集積所の清掃 6.7  31.1  31.4  21.6  9.2  

ごみ集積所の点検・見回り 9.0  36.6  36.4  15.4  2.6  

ごみ集積所での分別啓発 2.3  13.2  21.8  41.0  21.7  

ごみ集積所の改修 2.0  3.4  12.9  57.3  24.4  

チラシやポスターの作成 0.6  0.8  5.2  32.9  60.5  

町内会報等へ環境記事掲載 1.0  1.3  9.6  43.8  44.3  

町内会へ報告や呼びかけ 1.6  1.5  20.9  58.8  17.2  

まち美化活動 2.7  5.7  19.0  49.5  23.1  

不法投棄巡視パトロール 3.8  11.3  21.6  31.9  31.4  

環境に関する勉強会の実施 1.1  0.3  1.9  27.8  68.9  

やりがいが 
あった 28% 

その他 10% 

時間がなくて 
活動できなかった 
14% 

思うように 
活 動 が で き な
かった 41% 

活動の仕方が 
わからない 7% 

16.5%

20.7%

13.2%
11.6%

6.6%

9.5%

7.2%

4.5%

8.5%

1.8%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

▲保存食づくりの調理体験では、
リンゴのジャムを「せんだい食エ
コリーダー」さんに教えていただ
きました 

お
い
し
く
食
べ
て
ご
み
減
量 

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
工
夫
は
家
庭
か
ら 

▲残ってしまいがちな食材を使用
した巻きずし教室を実施しました 
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初
め
て
ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進
員
に
委
嘱

さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
て
、
９
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
初
任
者
研
修
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

地
域
社
会
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ 
代
表
の 

遠
藤
智
栄
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
２
日

間
に
渡
り
、
推
進
員
と
し
て
活
動
す
る
た

め
の
基
礎
知
識
や
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

１
日
目
は
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
の
後
、

推
進
員
制
度
の
概
要
や
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
日
頃
管
理

し
て
い
る
ご
み
集
積
所
へ
の
ご
み
の
出
し

方
や
分
別
状
況
、
家
庭
ご
み
が
増
え
る
時

期
な
ど
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
議
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が
各
家
庭

で
行
っ
て
い
る
紙
類
の
効
率
的
な
分
別
方

法
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

２
日
目
は
、
推
進
員
と
し
て
長
年
活
躍

さ
れ
て
い
る
宮
城
野
区
安
養
寺
上
町
内
会

の
鈴
木
克
美
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
活
動

事
例
紹
介
と
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
鈴

木
さ
ん
か
ら
は
、 

○

前
任
者
か
ら
急
き
ょ
引
き
継
い
だ
が
、

活
動
の
方
法
が
分
か
ら
ず
戸
惑
っ
た
こ
と 

○
活
動
当
初
は
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
ラ
ベ
ル
は
が
し
を
主
に
行
っ
た
こ
と  

○
活
動
を
続
け
る
う
ち
に
地
域
と
顔
見
知

り
に
な
り
、
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と 

○
ル
ー
ル
違
反
を
見
つ
け
て
も
、
強
制
す

る
よ
う
な
発
言
は
せ
ず
、
や
さ
し
く
語
り

か
け
る
と
次
回
か
ら
協
力
し
て
も
ら
え
る

こ
と 

○
集
積
所
の
状
況
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
改
善
点
を
掲
示
し
、
地
域
か
ら
協
力
し

て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と 

な
ど
の
事
例
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
鈴
木
さ
ん
の
マ

イ
ペ
ー
ス
な
活
動
姿
勢
に
感
心
し
て
い
た

よ
う
で
、
自
分
た
ち
の
活
動
の
方
向
性
が

確
認
で
き
た
よ
う
で
し
た
。 

 

最
後
に
鈴
木
さ
ん
か
ら
「
一
生
懸
命
に

活
動
し
過
ぎ
る
と
疲
れ
て
し
ま
い
、
続
け

ら
れ
な
く
な
る
。
ゆ
っ
く
り
で
い
い
ん
で

す
よ
」
と
の
お
話
し
で
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。 
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◆
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「学
習
机
フ
ェ
ア
」

 

 

小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
を
応
援
す

る
た
め
、
市
内
の
皆
さ
ま
か
ら
提
供
さ
れ
た

学
習
机
を
一
挙
に
展
示
、
お
譲
り
す
る
「
学

習
机
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
ス
タ
ッ
フ
が
丹
念

に
補
修
し
た
お
す
す
め
の
逸
品
ば
か
り
で

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

■
対
象 

市
内
在
住
の
18

歳
以
上
の
方 

■
申
込
は
会
場
で
。
期
間
ご
と
に
１
人
１
点

ま
で
と
な
り
ま
す
。 

■
会
場
（
展
示
台
数
） 

今
泉
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
（
期
間
ご
と
に
各
15

台
） 

■
展
示
期
間 

 

①
１
月
５
日(

日)

～
13

日(

月
・
祝) 

 

②
２
月
８
日(

土)

～
16

日(

日) 

■
抽
選
日 

 

①
１
月
14

日(

火) 

 

②
２
月
17

日(

月) 

※
当
選
者
に
は
葉
書
で
通
知
し
ま
す 

■
問 

今
泉
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ 

 
 

 

電
話
２
８
９-

６
４
０
１ 

 

◆
ご
み
の
分
別
は
こ
れ
で
Ｏ
Ｋ
！
ご
み
分
別

ア
プ
リ
「さ
ん
あ
～
る
」

 

 

分
別
方
法
を
簡
単
に
検
索
し
た
り
、
ご
み

の
収
集
日
を
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、
便
利
な

機
能
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ご
み
分
別
ア
プ
リ

「
さ
ん
あ
～
る
」
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
登
録

は
無
料
で
す
。
（
た
だ
し
、
通
信
料
は
利
用

さ
れ
る
方
の
負
担
に
な
り
ま
す
） 

是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

主
な
機
能 

■
ご
み
分
別
検
索 

ご
み
分
別
に
迷
っ
た
時

に
品
目
別
に
検
索
で
き
ま
す 

■
ご
み
の
出
し
方
ガ
イ
ド 

ご
み
や
資
源
物

の
出
し
方
を
ご
案
内
し
ま
す 

■
ご
み
出
し
日
通
知 

ご
み
や
資
源
物
の
収

集
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

■
お
知
ら
せ 

仙
台
市
か
ら
生
活
に
役
立
つ

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

■
資
源
物
回
収
拠
点
情
報 

紙
類
や
小
型
家

電
を
持
ち
込
め
る
回
収
拠
点
の
情
報
を
ご
案

内
し
ま
す  

※
始
め
に
ご
住
所
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
も
可
）
：A

n
d
ro

id
4

.0

以
上
、 

iP
h
o
n
e
 iO

S
8

.0

以
降 

※
「
さ
ん
あ
ー
る
」
で
検
索
、
ま
た
は
左
記

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
「
ワ
ケ
ル
ネ
ッ
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

◆
せ
ん
だ
い
環
境
学
習
館
た
ま
き
さ
ん
サ
ロ

ン
「サ
ロ
ン
講
座
の
ご
案
内
」

 

「
和
製
本
を
学
ぶ
～
御
朱
印
帳
（
複
葉
折
り

本
）
を
つ
く
ろ
う
～
」 

■
日
時 

1

月
18

日(

土)

13

時
30

分
～
16

時 

■
講
師 

和
綴
じ
製
本
作
家 

永
澤 

裕
子 

氏 

■
内
容 

御
朱
印
帳
を
手
づ
く
り
し
、
和
製
本

の
初
歩
を
学
び
ま
す
。 

■
会
場 

た
ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン
（
東
北
大
学
青

葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
科
学
研
究
科
本

館
） 

■
定
員 

10

人
（
中
学
生
以
上
・
1

mm

単
位

で
長
さ
を
正
確
に
測
れ
る
方
） 

※
抽
選
（
当
選
者
に
の
み
1

月
11

日
（
土
）

ま
で
ご
連
絡
） 

■
参
加
費 

千
円
（
税
込
） 

■
申
込
締
切 

1

月
8

日
（
水
） 

■
申
込
方
法 

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
ハ
ガ

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

（
必
要
事
項
：
希
望
講
座
名
、
参
加
者
氏

名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
） 

■
申
・
問 

た
ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン 

〒
９
８
０-

０
８
４
５
仙
台
市
青
葉
区
荒
巻
字

青
葉
４
６
８-

１ 

電
話
２
１
４-

１
２
３
３ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
９
３-

５
０
３
８ 

Ｅ
メ
ー
ル ta

m
a
k
i3

sa
lo

n
@

c
ity.se

n
d
a
i.jp

 

       

◆
「仙
台
市
地
球
温
暖
化
対
策
等
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た 

（
令
和
２
年
４
月
１
日
施
行
） 

今
日
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
自
然
災 

害
が
増
加
す
る
な
ど
、
そ
の
対
策
は
世
界 

的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
仙
台
市
で 

は
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
率
先
し
て
取
り 

組
む
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し 

た
。
今
回
は
、
市
民
の
皆
様
に
身
近
に
で 

き
る
取
組
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

す
。 

■
市
民
の
皆
様
に
で
き
る
取
組 

省
エ
ネ
行
動
の
徹
底
、
ご
み
の
分
別
や
リ 

サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の 

確
認
（
大
雨
に
よ
る
洪
水
な
ど
の
自
然
災 

害
に
備
え
る
）
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
の

こ
ま
め
な
水
分
補
給 

な
ど 

■
問 

環
境
企
画
課 

 
 

 

電
話
２
１
４-

８
２
３
２ 

仙

台

市

環

境

局 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

研
修
レ
ポ
ー
ト 

ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進
員
学
習
会 

「
初
任
者
研
修
」
を
開
催
し
ま
し
た 

環境事業所の電話番号 

青葉環境事業所  ２７７－５３００ 

宮城野環境事業所 ２３６－５３００ 

若林環境事業所  ２８９－２０５１ 

太白環境事業所  ２４８－５３００ 

泉環境事業所   ７７３－５３００ 

 

モバイルバッテリーなどの小型充電式電池は、ごみ袋に入れず、回収にご協力ください 

 デジタルカメラやノートパソコンなどに使われている小型充電式電池（モバイルバッテリー含む）は、破
損や変形により、発火・破裂の恐れがあります。収集作業中の火災を防ぐため、ごみ袋や缶・びん・ペット
ボトルの回収容器に入れずに、家電量販店などの回収・リサイクル協力店等にお持ちください。小型充電式
電池は希少な金属を含んでおり、リサイクルすることで、貴重な資源になります。 

小型充電式電池の分別方法について 

１ デジタルカメラやノートパソコン、ゲーム機など、充電式電池が内蔵されている家電を排出する際は電池
を外してください。 

２ 小型充電式電池は、下記のマークが目印です。（モバイルバッテリー含む） 

３ 電池を処理する場合は、家電量販店などの回収・リサイクル協力店又は各環境事業所・家庭ごみ減量課へ
火災防止のため、テープを貼るなど絶縁の上、お持ちください。 

※ 回収・リサイクル協力店に持ち込める電池は一般社団法人JBRCの会員企業が製造・販売する電池
のみです。それ以外の電池は各環境事業所、家庭ごみ減量課へご相談願います。 

４ 小型充電式電池を抜いた小型家電は、区役所や各環境事業所、一部小売店舗等に設置している小型家電回
収ボックス（15cm×30cmの投入口に入るもの）へ入れてください。小型充電式電池が外れない製品は
電池が付いたまま回収ボックスに入れてください。 

※ 携帯電話・スマートフォン本体に組み込まれている小型充電式電池は、電池を外さず小型家電回収
ボックスへ入れてください。 

※ 不明な点は各環境事業所、家庭ごみ減量課へお問い合わせ願います。 

 ◎リサイクル協力店のお問い合わせ／一般社団法人JBRC 電話：03-6403-5673 
URL：https://www.jbrc.com/ 

前回の講座の様子 

Android 

iPhone 


